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「乗
合
タ
ク
シ
—
』
の
今
後
と

「戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

秋

本

昇

平
素
よ
り 

戸
坂
学
区
社 

会
福
祉
協
議 

会
(

以

下

、

戸

坂

社

協) 

の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協 

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。
戸
坂
社
協
会
長
、
戸
坂
連
合
社
協 

(
中
学
校
区)

会
長
及
び
昨
年
か
ら
は
東 

区
社
協
の
会
長
も
兼
ね
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年

12
月

20
日
か
ら
一
年 

間

「戸
坂
連
合
社
協(

戸
坂3

学
区
一
中 

学
校
区)

」
が
運
営
主
体
と
な
り
、
実
験 

運
行
を
実
施
し
て
い
る
、
デ
マ
ン
ド
型
乗 

合
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
「戸
坂
と
も
い
き
夕 

ク
シI

」
の
今
後
に
つ
い
て
、
ま

た

「戸 

坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
の
広
報
用
リ
ー
フ 

レ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の2
 

点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

先

ず

「戸
坂
と
も
い
き
タ
ク
シ
ー
」
に 

つ
い
て
、
早
い
も
の
で
昨
年
末
に
開
始
し 

た
実
験
運
行
が
、
令
和6

年

12
月

19
日
で 

終
了
し
ま
す
。

既
に
利
用
者
は
累
計
で
約5

千
人
近 

く
に
達
し
て
お
り

12
月

20
日
か
ら
は
本 

格
運
行
に
移
行
し
ま
す
。
実
験
運
行
期 

間
の
一
年
間
は
、
 

国
、
市
か
ら
の
全
額 

補
助
で
赤
字
部
分
は
対
応
で
き
ま
し
た 

が
、
本
格
運
行
に
な
れ
ば
地
元
か
ら
の 

赤
字
応
分
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

国
、
 

市
、
地
元
の
赤
字
負
担
額
の
比
率
は
、
 

国
一
50%

、
市

【
25%

、
地
元
』
25%

と
な
っ 

て
お
り
課
題
は
、
地
元
負
担
額
の

25%
 

を
ど
う
す
る
か
で
あ
り
、
地
域
世
帯
の 

皆
様
か
ら
徴
収
す
る
の
で
は
な
く
、①
 

広

島

型

地

域

運

営

組

織

「
ひ
ろ
し
ま 

L
M
O
 
(

エ
ル
モ)

」(

以
下
、
ひ
ろ
し 

まL
M

〇)

の
運
営
助
成
金
を
利
用②
 

地
域
企
業
等
か
ら
の
協
賛
金③

そ
の
他 

の
方
法
に
て
の
対
応
で
整
理
中
で
す
。
 

「ひ
ろ
し
まL
M

〇
」

に
つ
い
て
は
、
 

12
月5

日
に
、
広
島
市
か
ら
申
請
認
定
を 

受
け
ま
し
た
。

次

に

「戸
坂
と
も
い
き
ネ
ツ
ト
」
は
、
 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り 

組
ん
で
い
る
、
戸
坂
に
住
む
す
べ
て
の 

人
々
が
、

「共
に
」

「活
き
活
き
」

「生
き 

る
」
た
め
、
地
域
の
皆
様
と
、①

戸
坂
連 

合
社
会
福
祉
協
議
会②

戸
坂
地
区
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会③

東
区
障
害
者
基
幹 

相
談
支
援
セ
ン
タ
—
(
社
会
福
祉
法
人
交 

響)
④

広
島
市
戸
坂
地
域
包
括
支
援
セ 

ン
タ
—⑤

東
区
社
会
福
祉
協
議
会⑥

東 

区
厚
生
部
地
域
支
え
あ
い
課•

市
民
部 

地
域
起
こ
し
推
進
課
な
ど
の
地
域
団
体
、
 

専
門
機
関
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
っ 

な
が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

(
A
4

三
つ
折
り)

表
面
に
は
対
応
機
関 

裏

面

に

は

「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
 

の
内
容
等
が
分
か
り
易
く
描
か
れ
て
い 

ま
す
。
戸
坂
公
民
館
を
初
め
病
院
、
店 

舗
等
関
係
各
所
に
配
備
し
て
い
ま
す
の 

で
、
ご
自
由
に
お
取
り
い
た
だ
き
確
認 

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
、
予 

約
に
合
わ
せ
て
運
行
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー 

で
あ
り
、
迎
え
は
予
約
先(

自

宅

・
乗
降 

ポ
イ
ン
ト)

ま
で
行
き
、
行
先
の
乗
降
ポ 

イ

ン

ト(

目
的
地)

は
限
定
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
乗
降
ポ
イ
ン
ト
は

24
ヶ
所
で
開 

始
し
ま
し
た
が
、
本
格
運
行
開
始
時
に
は 

27
ヶ
所
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
運
行
エ 

り
ア
は
、
戸
坂
中
学
校
区(

戸
坂3

学
区) 

内
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。



⑵

翥

6

置
盆
踊
り
大
会
」を
終
え
て 

盆
踊
り
大
会
実
行
委
員
長
大

野

裕

幸

夏
の
風
物
詩
で
あ
る
盆
踊
り
大
会
を
盛
会
の
う 

ち
に
、
今
年
も
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

8

月3

日
朝8

時
、
小
学
校
校
庭
に
役
員
を
は 

じ
め
町
内
会
か
ら
の
協
力
者
約

40
名
が
集
合
し
、
 

猛

暑
(
危
険
な
暑
さ)

の
中
、
倉
庫
か
ら
机
、
椅
子
、
 

テ
ン
ト
等
を
運
び
出
し
、
校
庭
に
配
置
す
る
作
業 

を
、
大
汗
を
か
き
な
が
ら
懸
命
に
行
い
ま
し
た
。
 

熱
中
症
予
防
対
策
の
た
め
、
途
中
休
憩
を
十
分 

取
り
入
れ
、
給
水
も
し
っ
か
り
と
摂
り
ま
し
た
。
 

昼
前
に
は
皆
様
の
お
陰
で
会
場
設
営
も
終
わ
り
、
 

協
力
者
ら
の
ほ
っ
と
し
た
表
情
に
関
係
者
全
員
嬉 

し
く
思
い
ま
し
た
。

夕
方
、
再
び
集
合
し
た
時
に
は
、
屋
台
の
準
備 

が
終
わ
り
、
開
店
を
待
ち
わ
び
て
い
た
お
客
様
の 

笑
顔
も
う
か
が
え
、
会
場
も
次
第
に
熱
気
を
帯
び 

て
き
ま
し
た
。

17
時

30
分
オ
——
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
始
で 

戸
坂
和
太
鼓
「ど
ん
ど
鼓
」
の
演
奏
で
、
会
場
は
益

 々

盛
り
上
が
り
、
日
暮
れ
と
と
も
に
祭
り
ら
し
い
雰 

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「開
会
宣
言
」

に
よ
り
、
令
和6

年
度
戸
坂
学
区 

盆
踊
り
大
会
が
ス
タ
——
卜
し
、
戸
坂
の
町
に
段
物 

の
唄
い
手
の
声
が
響
き
渡
り
、
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

撤
収
作
業
は
、
翌
朝8

時
に
協
力
者
を
含
め
た 

関
係
者
が
集
合
し
、

11
時
に
は
会
場
撤
収
を
無
事 

故
で
終
え
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
、
小
学
校
に
お 

返
し
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
昨
年
の
教
訓
を
生
か
し
、
櫓
の
高
さ 

の
調
整
や
演
目
に
広
島
音
頭
を
追
加
し
、 

地
域
性 

を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
熱
中
症
予
防
対
策
と

し
て
閉
会
を

30 

分
切
り
上
げ
る 

と
い
う
苦
渋
の 

決
断
を
い
た
し 

ま
し
た
。

参
加
者
及
び 

関
係
者
の
皆
様
、
 

終
演
ま
で
ご
協 

力
を
い
た
だ
き 

有
難
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。

一
戸
攀
区
町i

s

に
つ
い
て 

h

尸
坂
学
区
体
育
協
会
会
長
岡

田

浅

■!

今
回
が
第

60
回

記

念

大

会

に

当

た

る

「戸
坂
学 

区
町
民
体
育
祭
」
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ9

月 

29
日
(

日)

に
盛
大
に
実
施
で
き
、
大
変
良
か
つ

た
と
思
い
ま
す
。
 

今
回
は
、
競
技 

種
目
を3

種
目 

増
や
し
て
行
い 

ま
し
た
。
参
加 

人
数
も
、
得
点 

競
技
が
無
か
つ 

た
昨
年
と
比
較 

し
て
大
幅
に
増 

や
し
、
役

員

・
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
め5
0
0

人
近
い
数
に
達
し
ま
し
た
。
午
前 

9

時
か
ら
開
始
し
昼
食
を
は
さ
み
午
後2

時
過
ぎ 

に
は
無
事
全
競
技
が
終
了
し
ま
し
た
。

前

日

の

準

備

か

ら

始

ま

り

、
当
日
の
各
町
内 

会
及
び
体
協
各
部
の
方
々

の
ご

協
力
に
よ
り
大 

過
な

く

終
え

、

そ
の
後
の
片
付
け
も
全
員
で
行 

い
、
小
学

校
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
を

使
用
前
の
状
態 

に

し
て

お

返

し
す

る
こ

と

が
で

き

ま

し

た

。
今 

回
か
ら
戸
坂
社
協
の
協
力
に
よ
り
軽
量
テ
ン
ト 

を

実

際

使

用

し
て

み
て

、
使
用
し
易
い
こ
と
も 

確
認
で
き
ま
し
た
。

競
技
も
リ
レ
ー
等
で
転
倒
す
る
選
手
も
い
ま
し 

た
が
大
事
に
は
至
ら
ず
、
心
配
し
て
い
た
熱
中
症 

の
発
生
も
無
く
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大
会
に
な 

り
ま
し
た
事
を
皆
様
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

来
年
も
ま
た
、
大
会
の
改
善
及
び
今
年
の
反
省 

等
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
大
会
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶

エルモ

広島型地域運営組織「ひろしまLMO」

•
概ね小学校区を活動範囲とした 

地域を代表する組織として、

地区社会福祉協議会わ連合町 
傷豔内会•自治会等が中心となって、 
鶴蹲|地域団体やN P 〇、企業など、

多様な主体と連携しながち、

e
地域の情報•将来像を共有し、 
すべての住民を対象として、 
地域課題の解決に向けた様々 
な活動等に取り紹む組織 ※摘成メンバーは地朝)実倩に応じて決定

"Local Management Organization^

「敬

老

会

」
を

終

え

て 

ー
 

一〔 

敬
老
会
実
行
委
員
長

川

瀬

節

子

例
年
に
な
く
酷
暑
の9

月7

日
(
土
曜
日)

、
戸 

坂
小
学
校
体
育
館
に
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会 

に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿 

を
祝
し
て
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

開
会
に
あ
た
っ
て
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
再
び
増
加 

傾
向
に
あ
り
、
熱
中
症
対
策
に
も
注
意
を
し
な
が 

ら1
4
0

余
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

式
典
の
は
じ
め
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥 

福
を
お
祈
り
し
、
厳
粛
に
黙
祷
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

ご
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
第
一 

部
の
祝
宴
に
入
る
と
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
—

「あ 

ん
し
ん
」

の

鼓

笛

隊

に

よ

る

合

奏

『
ハ
ッ
ス
ル
ば 

あ
ち
や
ん
』
な
ど
の
熱
烈
な
パ
フ
ォ
—

マ
ン
ス
が

あ
り
、
平
均
年
齢 

80
歳
と
は
驚
き
で 

し
た
。

第
二
部
は
、
メ 

イ
ン
ゲ
ス
ト
南
ー 

誠

さ

ん

の

歌

謡 

シ

ョ

ー

『俺
た
ち 

の
時
代
』

か
ら
始 

ま

り

、

『
広

島

天 

国
』

で
は
、
さ
く

ら
カ
フ
ェ
メ
ン
バ
ー
の
有
志
が
、
さ
く
ら
カ
フ
ェ 

で
お
馴
染
み
の
歌
に
合
わ
せ
た
「広
島
天
国
体
操
」
 

を
ス
テ
ー
ジ
に
て
発
表
。

南
一
誠
さ
ん
自
身
の
持
ち
歌
の
振
り
付
け
が
体 

操
に
な
る
と
は
、
さ
ぞ
か
し
驚
嘆
さ
れ
た
こ
と
で 

し
よ
う
。

新

曲

『霧
雨
』
を
は
じ
め
、

11
ffi
を
熱
唱
。
終 

わ

り

の

『そ
れ
行
け
カ
ー
プ
』

で
は
、
来
賓
の
方

 々

に
カ
ー
プ
の
ユ
ニ
フ
ォ
—
厶
、
頭
に
鯉
の
被
り
も
の
。
 

会
場
の
皆
さ
ま
に
は
、
カ
ー
プ
坊
や
、
 

鯉
の
被
り 

も
の
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
に
は
う 

ち
わ
、
赤
い
風
船
を
ふ
り
ふ
り
。

壇
上
の
松
井
市
長
と
南
一
誠
さ
ん
の
コ
ラ
ボ
で 

は
、
会
場
は
マ
ッ
ス
タ
さ
な
が
ら
に
赤
く
盛
り
上 

が
り
、

『カ
ー
プ
、
カ
ー
プ
』

の
大
合
唱
で
熱
く 

ー
 

体
化
し
ま
し
た
。

ア

ン

コ

ー

ル

は

『広
島
天
国
』

に
合
わ
せ
た
体 

操
で
賑
や
か
な
敬 

老
会
と
な
り
、
万 

歳
三
唱
で
閉
会
と 

な
り
ま
し
た
。
 

終
わ
り
に
、
敬 

老
会
開
催
に
あ
た 

り
、
ご
協
力
い
た 

だ
き
ま
し
た
関
係 

者

の

皆

さ

ま

に
 

感
謝
申
し
上
げ
ま 

す
。

「ひ
ろ
し
まL
M

〇
(

エ
ル
モ)

」
を
簡
単 

に
説
明
し
ま
す
と
右
図
の
よ
う
に
、①

概
ね 

小
学
校
区
単
位
の
組
織
で②

学
区
社
協
等
が 

中
心
と
な
り③

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た 

様
々
な
活
動
等
に
取
組
む
組
織
で
あ
り
、•

今 

回
、

「戸
坂
学
区
ま
ち
づ
く
り
運
営
委
員
会
」
 

を

「ひ
ろ
し
まL
M

〇
」
と
し
て
立
上
げ
広 

島
市
へ
の
申
請
が
、

12
月5

日
付
で
認
定
さ 

れ
ま
し
た
。



⑷

令和6年度理事・役員等名簿
(2024.10.1現在)

役職 氏名 選出区分

会長 秋本 昇 山崎町内会会長

副会長 川瀬節子 女瞪長剛讎

副厶辰 山中春記 保護司会代表

副会長 岡田浅男 体育協会会長

会計 吉田俊郎 出江二丁目町内会会長 
公衆衛生推進協議会会長

監事 森末清司 桜西町内会会長

監事 中村郁夫 くるめ木町內会会長

事務局長 大野裕幸 舗梱ロン偏as員

顧問 山路英男 市議会議員

顧問 田中秀生 兀尸坂社協会長

理事 山岡静樹 戸坂小学校校長

理事 中本和彦 戸坂中学校校長

理事 三浦直宏 鼬諏ffi®雌

理事 熱田有紀 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 山路隆晴 惣田町内会会長 
自主防災会連合会会長

理事 矢野龍男 山根町内会会長

理事 田村幸大 川根町内会会長

理事 坪井秀登 桜東町内会会長

理事 栗栖和子 賊樓員蹒龈

理事 高下洋一 青瓣臨碱鑼

理事 西井優幸 戸坂愕校PTA会長
理事 田中季良 戸坂中学校PTA会長
理事 高野哲男 東消防戸坂分団長

理事 中間孝治 防災士会会長

理事 西田靖子 ボランティアバン网假

理事 小田るみ子 卜さかつ子クラブ会長

理事 畠山直美 っくしんに作業所所長

理事 安井弘幸 おやじの会会長

理事 上中義則 防犯連絡協齢会長

理事 山田喜久雄 子ども会識繇長

理事 佐々木静香

打ザーバー 坂本 泉 酬漸誨嬲

村ザーバー 久保田修子 戸坂保育園園長

打ザーバー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

ォブザーバー 川戸直美 戸坂児童館館長

表彰おめでとうごいます
広島県社会福祉協議会会長表彰

川瀬 節子さん(山崎町内会)

※社会福祉協議会団体関係功労者(理事15年以上)

戸坂社協のホームページで情報収集を!

「戸坂社協のホー厶ページ」を閲覧するにはパソコンかスマ 

ホから検索して下さい。パソコンからは①こむねっとひろしま 

-*②東区ー③戸坂学区社会福祉協議会または、

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/hesaka/

呻緇回 スマホからは、
® QRコード

回廨? 読み取りで!

= 戸坂学区の人口及び世帯数 =

※令和6年9月末現在 広島市統計データ抜粋

住所名

人 □ 世帯

総数 日本人
慟 総数

洗就 

世帯数計 男 女 計 男 女

戸坂くるめ木一丁目 1,791 829 962 1,734 798 936 57 866 828

戸坂くるめ木二丁目 1,051 545 506 1,034 532 502 17 539 524

戸坂千足一丁目 1,730 828 902 1,715 823 892 15 897 884

戸坂千足二丁目 930 422 508 912 416 496 18 433 424

戸坂山崎町 1,197 576 621 1,192 573 619 5 551 546

戸坂惣田一丁目 590 300 290 582 297 285 8 298 291

戸坂惣田二丁目 263 128 135 262 127 135 1 121 120

戸坂桜東町 566 272 294 553 266 287 13 269 262

戸坂桜西町 484 241 243 479 237 242 5 234 229

戸坂桜上町 606 271 335 601 269 332 5 367 362

戸坂山根一丁目 1,023 458 565 986 438 548 37 541 518

戸坂山根二丁目 1,122 534 588 1,112 527 585 10 480 472

戸坂山根三丁目 402 206 196 391 198 193 11 178 170

戸坂中町 425 201 224 422 200 222 3 203 201

戸坂出江二丁目 902 439 463 891 434 457 11 426 419

計 13,082 6,250 6,832 12,866 6,135 6,731 216 6,403 6,250

注「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成24年7月に施行 

され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されること 

となったため、平成24年8月以降は、外国人人口、外国人世帯 

及び複数国籍世帯が、含まれます。

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/hesaka/

